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知っていますか？　ごみ出し方法

その１

その２

水銀等、有害物質の適正な処理について

ペットボトルの出し方について

　吉野川市では、ごみの種類による分別収集を実施しており、「ごみ分別ガイドブック」や「ご
み収集カレンダー」により、ごみ搬出の適正化をお願いしています。
　そして、その中には収集できないごみを明示し、特定のごみについては、販売店に相談い
ただき、処理をお願いしています。
　収集できないごみの中には、人体や環境に影響を及ぼす水銀、殺虫剤、ガス等が含まれて
いるものもあり、ごみとして搬出されると収集業務や処理場業務に重大な支障を来すことと
なりますので、適正な分別をお願いします。
　※現在は、水銀式体温計等はもやせないごみとして収集しています。

・ 指定袋には、ボトル本体だけを入れてください。キャップ（ふた）とラベルは必ずはずし
てください。
　※ラベルがついていると収集できません。
・ボトル内部は空にして、よく洗って出してください。
　※ラベルはもやせるごみで出し、キャップは市役所および各支所で回収しています。

ペットボトルのキャップは開発途上国の子どものワクチンになりますので、回収にご協力ください。

市で収集できないごみ（有害物、危険物）

医療廃棄物 農薬、薬物・危険物

ガスボンベ バッテリー

中身のある
ビン・カン類

※キャップ
　とラベル
　をはずす

※ラベルは
　もやせるごみ

※中身を空に
　してすすぐ

※キャップは市役所
　および各支所で回
　収しています。

➡
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その３ 衣類（古着類）の出し方について

○資源化ごみモデル集積所設置場所（平成22年9月現在）

　ごみ減量の取り組みとして、平成22年１月から西環境センター（川島・山川・美郷地区）では、
衣類（古着類）を資源として再利用するために、月に１回、分別回収しています。

　・９月末までに→→→→→→　●40.42ｔ回収
　・処理費用で換算すると→→　●約202万円の節約となりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　※40.42ｔ×５万円（1ｔあたりの焼却費）

　平成23年１月からは、鴨島地区も月に１回、衣類（古着類）を分別回収しますので、来年
のごみ収集カレンダーに記載された日に、「もやせないごみ」の指定袋に入れて、お住まいの
自治会（地区）で定められた集積所に出してください。
　また、いつでも資源化ごみを持ち込みできる「資源化ごみモデル集積所」にも、衣類（古着類）
を出すことができます。こちらも「もやせないごみ」の指定袋に入れて出してください。
　※ 11月28日（日）、12月26日（日）に市役所で開催していますフリーマーケット会場でも、

衣類（古着類）を回収しています。
　※回収した衣類（古着類）は、外国の人たちが再利用しています。

●ごみは、自治会名・氏名を記入した指定袋に入れて出してください。
●自治会の決められた場所に収集日の午前8時30分までに出してください。（前日から出さない）

●鴨 島 町：西麻植会館東側駐車場内　　●川 島 町：南寺公民分館駐車場内
●山 川 町：榎谷集会所前　　　　　　　●美郷地区：美郷庁舎裏駐車場内

※ 資源化ごみモデル集積所には、「もやせるごみ」「粗大ごみ」「家電製品」は持ち込まないで
ください。

鴨島町地区資源化ごみモデル集積所（西麻植）

もやせないごみの袋
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●問い合わせ 環境センター　　（鴨島）　　　　　　　　　　☎㉔5697
西環境センター　（川島・山川・美郷地区）　　☎425333

資源ごみの持ち去りは犯罪です！
缶等 ペットボトル 新聞 雑誌 雑がみ ダンボール

持ち去りは窃盗行為です！

資源物の持ち去りを見つけたら

見つけたら

資源ごみは市民の財産です。みんなで守りましょう。

環境センター・西環境センターに連絡 110番

取り締まり注意・指導・警察に通報

　自治会の集積場所に出されたアルミ缶、ペットボトル、新聞、雑誌、雑がみ、ダンボール等は、
分別回収の後、資源物として売り払いをしています。その収益は、可燃物、埋立ごみ等の処
理費の一部にあてられています。
　しかし、集積場所からこれらの資源物を持ち去る行為が横行しています。

　「吉野川市における廃棄物の処理及び清掃に関する条例」第９条の２で、集
積場所から資源物の持ち去りを禁止するとともに、廃棄物の所有権が本市に
あると定め、資源物の持ち去り防止に努めています。
　「持ち去り」を行った方は、刑法第235条の窃盗罪の適用となります。
　市では吉野川警察署の協力を得て、持ち去り防止を図っています。
　※右の画像は、各集積場所に設置してある看板です。

　もし、資源物の持ち去りを見つけたら、日時・場所・車両ナンバー・車種・
色等を記録し、110番通報していただき、環境センター（鴨島）もしくは西
環境センター（川島・山川・美郷）へお知らせください。

集積場所に設置
している看板
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裁判員制度～まもなく名簿記載通知を発送します！

●問い合わせ　徳島地方裁判所　代表　☎088（652）3141

☆裁判員候補者名簿ができるまで
　裁判員候補者名簿は、市区町村の選挙管理委員会が選挙人名簿からくじで無作為抽出し
た名簿を基に、全国の地方裁判所で作成されます。
　裁判員候補者名簿に登録される人数は、予想される裁判員裁判対象事件の数などによっ
て毎年変動しますが、平成23年分の名簿に登録される人数は、全国で約31万6000人で
す（有権者全体に占める割合は、約330人に１人）。

☆裁判員候補者名簿記載通知について
　平成23年の裁判員候補者名簿に登録された方には、本年11月中旬に名簿に登録された
ことの通知（名簿記載通知）をお送りします。この通知は、来年２月ごろから平成24年２
月ごろまでの間に裁判所にお越しいただき、裁判員に選ばれる可能性があることを事前に
お伝えし、あらかじめ心づもりをしていただくためのものです。この段階では、まだ具体
的な事件の裁判員候補者に選ばれたわけではありませんので、すぐに裁判所にお越しいた
だく必要はありません。
　また、名簿記載通知と併せて調査票をお送りします。この調査票は、裁判員候補者の方
の事情を早期に把握し、調査票のご回答の内容により、明らかに辞退が認められる場合等
には裁判所にお越しいただくことのないようにして、裁判員候補者の方々の負担を軽減す
るためにお送りするものですので、お尋ねする項目に当てはまらない方は、返送していた
だく必要はありません。
　辞退の申し出ができる時期や期間等に何らの制限を設けているわけではありません。
　この調査票で辞退を申し出なかった場合でも、実際の事件の裁判員候補者に選ばれた際
にお送りする質問票で辞退を申し出ていただくことも、または裁判の当日（選任手続時）
に辞退を申し出ていただくことも可能です。

☆裁判員裁判に参加された裁判員のご意見・ご感想など
　裁判員裁判に参加された裁判員へのアンケートの結果によれば、参加する前は、「あまり
やりたくなかった」または「やりたくなかった」と回答された方が合計53.7％に上ってい
ましたが、参加した後では、合計96.3％の方が「非常によい経験と感じた」または「よい
経験と感じた」と回答されています（平成22年４月末現在）。
　裁判員制度にご理解、ご協力をお願いします。
　裁判員制度ウェブサイトでは、裁判員制度の実施状況のほか、各地方裁判所の裁判員裁
判の情報、裁判員制度に関するQ&Aなど、さまざまな情報をお伝えしていますので、ぜひ
ご利用ください。

　裁判員制度ウェブサイト　　http://www.saibanin.courts.go.jp/
　　※　 名簿記載通知や調査票、辞退を申し出ることができる事由などに関する情報はこ

ちらへどうぞ
　裁判所ウェブサイト　　http://www.courts.go.jp/
　　※　各地の裁判所のウェブサイトへは、こちらのウェブサイトよりどうぞ
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女性に対する暴力根
絶のためのシンボル
マーク

　

暴
力
は
、
性
別
や
加
害
者
、
被

害
者
の
間
柄
を
問
わ
ず
、
決
し
て

許
さ
れ
る
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で
は
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り
ま
せ
ん
。

な
か
で
も
、
被
害
者
の
多
く
が
女

性
で
あ
り
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴

力
（
Ｄ
Ｖ
）、
性
犯
罪
、
売
買
春
、

人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
（
性
的
い
や
が
ら

せ
）、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
は
、

女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る

も
の
で
あ
り
、
男
女
共
同
参
画
社

会
を
形
成
し
て
い
く
う
え
で
克
服

す
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

　
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動
」
の
期
間
中
、
全
国
で
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
徳
島
県
で
は
、
11
月

〜
12
月
を
「
ス
ト
ッ
プ
！
Ｄ
Ｖ
」

強
化
推
進
月
間
と
し
て
、
吉
野
川

11
月
12
日
〜
25
日
は
「
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く

す
運
動
」
実
施
期
間
で
す
。

市
と
県
で
次
の
よ
う
な
啓
発
活
動

を
行
い
ま
す
。

●
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展

と
き　

12
月
１
日
㈬
〜
13
日
㈪

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所　

１
階

市
民
ホ
ー
ル

●
講
演
会

「
Ｄ
Ｖ
・
虐
待
を
な
く
す
た
め
に

〜
地
域
で
で
き
る
こ
と
〜
」

と
き　

11
月
18
日
㈭
午
後
２
時
〜

講
師　

岩
城
正
光
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
０

法
人
日
本
子
ど
も
の
虐
待
防
止
民

間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
）

と
こ
ろ　

と
き
わ
プ
ラ
ザ
（
フ
レ

ア
と
く
し
ま
・
徳
島
県
男
女
共
同

参
画
交
流
セ
ン
タ
ー
）
徳
島
市
山

城
町
東
浜
傍
示
（
ア
ス
テ
ィ
と
く

し
ま
内
）

●
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
啓
発
講
演
会

と
き　

11
月
26
日
㈮
午
後
２
時
〜

講
師　

山
口
の
り
子
さ
ん
（
ア
ウ

ェ
ア
代
表
）

と
こ
ろ　

と
き
わ
プ
ラ
ザ

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。
詳
し
く

は
、
徳
島
県
県
民
環
境
部
男
女
参

画
青
少
年
課

☎
０
８
８
（
６
２
１
）
２
１
７
７

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

●問い合わせ　市下水道課　☎423399

市
企
画
財
政
課　
☎
㉒
２
２
２
１

問
い
合
わ
せ

　公共汚水ます（宅地と公道との官民境界付近に設置）は市が管理しています。
　ご家庭の公共汚水ますのふたが破損した場合や、破損したふたを発見した時は、無償で交
換を行いますので速やかに下水道課（山川庁舎２階）へご連絡ください。
　市職員が公共汚水ますの点検に伺うことがあります。ご家庭の敷地内での作業となります
ので、ご迷惑をおかけしますがご協力をお願いします。

市章入り（町章もあります）

※ 度重なる破損は鉄製に交換する場合
もあります。

公共汚水ますのふたの交換は下水道課へ



❼ 2010年（平成22年）11月10日

広報よしのがわ

　

９
月
23
日
、
鴨
島
公
民
館
で
、

吉
野
川
市
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
推
進

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
マ
イ
バ
ッ

グ
持
参
に
よ
る
買
い
物
を
実
践
し

吉
野
川
市
マ
イ
バ
ッ
グ

持
参
推
進
大
会

　

９
月
25
日
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
、
金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

マイバッグを作る参加者

川真田市長（写真左）から一組一組に祝い状と記
念品が手渡されました

マイバッグの歌をみんなで熱唱しました

お礼の言葉を述べる横田一夫さん・サツキさんご夫妻

て
も
ら
い
、
レ
ジ
袋
削
減
が
地
球

環
境
に
や
さ
し
い
行
動
で
あ
る
こ

と
と
、
多
く
の
方
に
マ
イ
バ
ッ
グ

持
参
運
動
に
参
加
し
て
も
ら
う
た

婚
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
９
月
１
日
ま
で
に

金
婚
（
婚
姻
後
50
年
）、
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
婚
（
婚
姻
後
60
年
）
を
迎

え
ら
れ
た
ご
夫
妻
99
組
（
金
婚
67

め
の
広
報
を
兼
ね
て
、
吉
野
川
市

「
レ
ジ
袋
ゼ
ロ
の
日
」
社
会
実
験

（
10
月
17
日
実
施
）
の
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

組
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
32
組
）
の

う
ち
76
組
の
ご
夫
妻
が
出
席
さ

れ
、
市
長
か
ら
記
念
品
と
祝
い
状

が
ご
夫
婦
ご
と
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
横
田
一

夫
さ
ん
・
サ
ツ
キ
さ
ん
ご
夫
妻

は
「
本
日
の
こ
の
感
激
は
終
生
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
今
後
な
お
、
心

身
共
に
健
康
で
明
る
く
楽
し
い
人

生
を
送
っ
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。」
と
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
後
に
は
、
戸
村
恵

里
さ
ん
に
よ
る
津
軽
三
味
線
の
演

奏
が
行
わ
れ
、
参
加
者
ら
は
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

10
月
11
日
体
育
の
日
、
鴨
島
公

民
館
で
吉
野
川
市
民
体
育
祭
記
念

行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
平
成
22
年
度
の
市

民
体
育
祭
参
加
競
技
種
目
別
表
彰

が
行
わ
れ
、
各
競
技
入
賞
者
、
個

人
54
人
と
61
団
体
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

表
彰
に
引
き
続
き
、
鴨
島

体
育
館
・
鴨
島
第
一
中
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
日
ご
ろ
の

運
動
能
力
を
調
べ
る
、
体
力

テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

体
力
テ
ス
ト
で
は
、
６
歳

と
き　

11
月
23
日
㈫
ま
で

　
　
　

午
前
８
時
〜
午
後
９
時

〈
入　

場　

無　

料
〉

市
役
所
イ
ベ
ン
ト
広
場
会
場

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
龍
馬
伝
」

か
ら
、
坂
本
龍
馬
と
乙
女
、
岩
崎

弥
太
郎
の
人
形
３
体
と
、
薩
摩
に

新
婚
旅
行
へ
向
か
う
坂
本
龍
馬
と

お
龍
、
西
郷
隆
盛
の
人
形
３
体
な

ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
会
場

　
「
龍
馬
伝
」
か
ら
坂
本
龍
馬
と

〜
79
歳
ま
で
、
各
年
代
別
に
測
定

種
目
が
あ
り
、
握
力
・
上
体
起
こ

し
・
50
ｍ
走
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

げ
・
立
ち
幅
と
び
等
、
さ
ま
ざ
ま

な
種
目
に
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

約
１
０
０
人

の
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し

た
。

お
龍
の
人
形
２
体
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

菊
人
形
・
菊
花
展
実
行
委
員
会（
吉

野
川
商
工
会
議
所
内
）

☎
㉔
２
２
７
４

第
６
回
吉
野
川
市
民
体

育
祭
記
念
行
事

菊
人
形
・
菊
花
展
を
開
催
中

槇納体育協会会
長から表彰状を
受け取る受賞者

腹筋は何回
できましたか？

問
い
合
わ
せ

菊人形・菊花展を開催しています



連
絡
先

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

❽2010年（平成22年）11月10日

広報よしのがわ

問
い
合
わ
せ

ごみ指定袋には、自治会名・氏名を必ず書いて出しましょう！

父
子
家
庭
の
方
は
、
児
童
扶
養
手

当
申
請
手
続
き
を
お
早
め
に
！

障
害
者
控
除
対
象
者
の

認
定
制
度

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成

制
度
開
始

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！　

子
ど
も
虐
待

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の
離
婚

等
で
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
な
い
18
歳
未
満
の
児
童
（
障
害
が

あ
る
場
合
は
そ
の
限
り
で
な
い
。）
を

養
育
・
監
護
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

　

平
成
22
年
８
月
１
日
か
ら
父
子
家
庭

の
父
も
手
当
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

11
月
30
日
ま
で
に
請
求
手
続
き
を
さ
れ

た
場
合
、
８
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

支
給
さ
れ
ま
す
。
12
月
１
日
以
降
に
申

請
さ
れ
た
場
合
、
申
請
の
翌
月
分
か
ら

の
支
給
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
手
当
は
、
公
的
年
金
を
受
給
し

て
い
る
方
、
所
得
が
所
得
制
限
額
を
超

え
る
方
は
受
給
で
き
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
子
育
て
支
援
課
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け

て
い
な
い
65
歳
以
上
の
方
が
、「
障
害

者
ま
た
は
特
別
障
害
者
に
準
じ
る
者
」

と
し
て
認
定
を
受
け
る
と
、
所
得
税
や

市
・
県
民
税
で
「
障
害
者
控
除
」
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
平
成
22
年
分
所
得
税
、

平
成
23
年
度
市
・
県
民
税
で
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、
本
年
12
月
ま
で
の
認

定
が
必
要
で
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
福
祉
総
務
課
（
川

島
庁
舎
１
階
）ま
た
は
支
所
地
域
課（
鴨

島
・
山
川
・
美
郷
）
に
12
月
22
日
㈬
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
認
定
の
申
請
対
象
者

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
65
歳
以

上
の
方
（
す
で
に
身
体
障
害
者
手
帳
等

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
除
き
ま

す
）

①
介
護
保
険
の
要
介
護
・
要
支
援
認
定

者②
介
護
保
険
の
要
介
護
・
要
支
援
認
定

者
で
は
な
い
が
前
記
①
に
準
じ
る
方

※
申
請
者
全
員
が
認
定
さ
れ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
申
請
後
に
調

査
に
伺
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
障
害
者
控
除
の
適
用
に
は
、
確
定
申

告
（
川
島
税
務
署
等
）、
所
得
申
告
相

談
（
市
役
所
等
）、
ま
た
は
年
末
調
整

時
に
認
定
書
を
提
示
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
所
得
や
ほ
か
の
控
除
に

よ
り
、
税
額
に
影
響
が
出
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

◇
申
請
と
認
定
に
つ
い
て

市
福
祉
総
務
課　

障
害
福
祉
係

　

☎
㉕
６
６
１
３

◇
障
害
者
控
除
に
つ
い
て

市
税
務
課　

課
税
第
一
係　☎

㉒
２
２
１
５

　

父
子
家
庭
も
入
院
費
助
成
対
象
と
な

り
ま
し
た
。

　

申
請
書
は
、
子
育
て
支
援
課
（
川
島

庁
舎
１
階
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

市
子
育
て
支
援
課　
　
☎
㉕
６
６
１
４

　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で

す
。

　

も
し
や
、
虐
待
で
は
？　

迷
っ
た
と

き
、
お
か
し
い
と
感
じ
た
と
き
に
は
、

す
ぐ
に
相
談
を
。

　

子
ど
も
の
虐
待
の
種
類
は
、
暴
力
だ

け
で
な
く
、
児
童
虐
待
に
は
つ
ぎ
の
よ

う
な
４
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

①
身
体
的
虐
待

②
性
的
虐
待

③
ネ
グ
レ
ク
ト
（
養
育
の
拒
否
・
保
護

の
怠
慢
）

④
心
理
的
虐
待

　
県
こ
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
（
６
２
２
）
２
２
０
５

市
子
ど
も
相
談
室　
　
☎
㉕
６
６
１
８

市
子
育
て
支
援
課　

児
童
母
子
福
祉
係

☎
㉕
６
６
１
４
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せ
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い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

❾ 2010年（平成22年）11月10日

広報よしのがわ

問
い
合
わ
せ

集積所の資源ごみを持ち去ることは、犯罪です。刑法により罰せられます。

平
成
23
年
成
人
式
に
つ
い
て

平
成
22
年
度
日
本
赤
十
字
社
費

募
集
結
果
報
告

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

感
染
ゼ
ロ
を

県
民
手
帳
取
り
扱
い
中
止
の

お
知
ら
せ

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

休
日
納
付
相
談
を
行
い
ま
す

　

平
成
23
年
成
人
式
は
、
新
成
人
で
構

成
す
る
成
人
式
実
行
委
員
会
と
市
教
育

委
員
会
の
共
催
で
企
画
・
運
営
し
て
い

ま
す
。

　

吉
野
川
市
内
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て

い
る
方
は
、
11
月
下
旬
に
案
内
状
を
送

付
い
た
し
ま
す
。
引
っ
越
し
・
就
学
・

就
職
な
ど
で
市
外
に
転
出
し
、
市
内
に

住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い
方
で
出
席

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
住
所
・
氏
名
等

を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
案
内
状
を
送
付

し
ま
す
。

と
き　

平
成
23
年
１
月
３
日
㈪

　
　
　

受
け
付
け　

午
前
９
時
〜

　
　
　

式
典
開
始　

午
前
10
時

と
こ
ろ　

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
山
川
庁
舎　

南
側
）

該
当
者　

平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成

３
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

市
生
涯
学
習
課　
　
　
☎
42
４
１
１
５

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
赤
十
字
事
業
へ
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
本
年
度
の

　

徳
島
県
で
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
予
防
の
た
め
に
、
月
３
回
の
鳥
小
屋

の
清
掃
・
消
毒
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
県
下
一
斉
の
取
り
組
み

と
し
て
、
愛
が
ん
鳥
を
飼
養
し
て
い
る

方
に
、
消
毒
薬
を
無
償
で
配
布
し
ま
す
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
、
熱

や
消
毒
薬
に
弱
く
、
鳥
小
屋
の
消
毒
は
、

発
生
の
予
防
に
大
変
効
果
的
で
す
。
消

毒
薬
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
農
業
振
興

課
（
市
役
所
２
階
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
配
布
時
期
は
11
月
中
旬
か
ら
下

旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
家
庭
で
飼
育

す
る
鳥
が
、
た
だ
ち
に
危
険
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
鳥
や
動
物
に

さ
わ
っ
た
あ
と
は
衛
生
上
、
手
を
洗
う

こ
と
、
フ
ン
な
ど
は
速
や
か
に
処
理
し
、

清
潔
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
世
界
的
に
も
鶏
卵
・
鶏
肉
を

食
べ
る
こ
と
に
よ
り
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
感
染
す
る
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

市
農
業
振
興
課　
　
　
☎
㉒
２
２
２
８

　

県
民
手
帳
の
市
役
所
で
の
販
売
を
中

止
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

な
お
、
徳
島
県
統
計
協
会
、
県
内
有

名
書
店
、
ロ
ー
ソ
ン
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

ー
ト
・
サ
ー
ク
ル
Ｋ
な
ど
で
販
売
し
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
企
画
財
政
課　
　
　
☎
㉒
２
２
２
１

　
徳
島
県
統
計
協
会
（
徳
島
市
万
代
町
１

丁
目
県
統
計
調
査
課
内
）

☎
０
８
８
（
６
２
１
）
２
１
３
９

と
き　

11
月
28
日
㈰
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
１
階
相
談

室内
容　

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
相
談

市
税
務
課　

徴
収
係

☎
㉒
２
２
１
５

目
標
額
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
誌
面
を
も
っ
て
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

目
標
額　

７
１
４
万
９
０
０
０
円

達
成
額　

７
３
８
万
７
３
０
０
円

達
成
率　

１
０
３
．
３
％

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
社
費
は
、

世
界
各
地
で
多
発
す
る
自
然
災
害
や
紛

争
等
に
よ
る
被
災
者
・
犠
牲
者
を
支
援

す
る
た
め
の
国
際
救
援
活
動
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
内
に
お
い
て
も

災
害
救
護
活
動
等
の
医
療
事
業
・
社
会

福
祉
事
業
、
献
血
事
業
等
に
幅
広
く
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
福
祉
総
務
課　

福
祉
総
務
係

☎
㉕
２
１
１
１

地区別内訳　　　　　 　（単位：円）

平成22年9月30日現在

目標額 達成額

鴨島地区 3,886,000 3,888,600

川島地区 1,296,000 1,298,300

山川地区 1,773,000 1,958,000

美郷地区 194,000 242,400

合　計 7,149,000 7,387,300
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せ

問
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合
わ
せ

102010年（平成22年）11月10日

広報よしのがわ

　ペットボトルのキャップ・カンのプルトップ・乾電池・食用廃油は
　市役所および各庁舎で回収しています。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ど
う
ろ
で
は　

あ
わ
て
ず　

は
し
ゃ
が
ず　

と
び
だ
す
な

以
西　

堅
悟
（
上
浦
小
学
校
２
年
）

人
権
週
間

保
育
所
入
所
申
し
込
み

筋
力
ア
ッ
プ
教
室
「
パ
ワ
ー
・

デ
イ
」
参
加
者
募
集

　

12
月
４
日
㈯
か
ら
10
日
㈮
ま
で
の
一

週
間
は
人
権
週
間
で
す
。

　

人
権
は
、
一
人
一
人
が
し
あ
わ
せ
に

生
き
る
た
め
に
、
み
ん
な
が
等
し
く
持

っ
て
い
る
権
利
で
す
。　
　
　
　
　

　

こ
の
機
会
に
、
お
互
い
の
人
権
を
も

う
一
度
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

人
権
に
関
す
る
悩
み
事
は
、
人
権
擁

護
委
員
や
法
務
局
に
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

人
権
相
談
日
程

と
き　

12
月
６
日
㈪
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

と
こ
ろ　

飯
尾
敷
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
・
川
島
庁
舎
２
階
人
権
擁
護
委

員
事
務
室
・
山
川
庁
舎
３
階
講
堂
・
美

郷
庁
舎
大
会
議
室

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

　

平
成
23
年
度
保
育
所
入
所
希
望
者
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　

申
込
書
は
11
月
25
日
㈭
か
ら
子
育
て

支
援
課
（
川
島
庁
舎
１
階
）・
支
所
地

域
課
（
鴨
島
・
山
川
・
美
郷
）
の
窓
口

に
備
え
付
け
ま
す
。
※
継
続
児
に
は
入

所
中
の
保
育
所
よ
り
配
布
。

受
付
期
間　

12
月
１
日
㈬
〜
17
日
㈮　

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５
時

（
土
曜
、
日
曜
は
除
く
）

受
付
場
所

新
規
申
込
者
…
子
育
て
支
援
課
・
支
所

地
域
課
（
鴨
島
・
山
川
・
美
郷
）

継
続
児
…
子
育
て
支
援
課
・
支
所
地
域

課
（
鴨
島
・
山
川
・
美
郷
）・
各
保
育

所
（
園
）

提
出
書
類　

入
所
申
込
書
、
就
労
証
明

書
な
ど

入
所
資
格　

保
護
者
が
次
の
①
〜
⑦
の

項
目
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

（
保
護
者
以
外
の
同
居
の
方
が
児
童
を

保
育
で
き
る
場
合
は
除
く
）

対
象
者　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、

介
護
保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
な
い
方

利
用
期
間　

１
月
〜
３
月

①
保
護
者
が
昼
間
、
居
宅
外
で
働
い
て

い
る

②
保
護
者
が
居
宅
内
で
内
職
な
ど
日
常

の
家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る

③
母
親
が
妊
娠
中
、
ま
た
は
出
産
し
て

日
が
浅
い
（
産
前
８
週
間
、
産
後
８
週

間
）

④
保
護
者
が
病
気
や
け
が
を
し
て
い
る

⑤
保
護
者
の
心
身
に
障
害
が
あ
る

⑥
同
居
の
親
族
を
常
時
介
護
し
て
い
る

⑦
火
災
な
ど
の
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ

て
い
る

※
鴨
島
中
央
保
育
所
は
指
定
管
理
者
社

会
福
祉
法
人
鴨
島
ひ
か
り
乳
幼
児
保
育

園
、
山
川
東
保
育
所
は
指
定
管
理
者
有

限
会
社
か
も
め
体
育
保
育
園
が
運
営
し

ま
す
。

市
子
育
て
支
援
課　
　
☎
㉕
６
６
１
４

寒
い
冬
、
暖
か
い
室
内
や
プ
ー
ル
で

運
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

実
施
場
所　

健
祥
会
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ

ン
ト
21
（
川
島
町
川
島
１
０
６-

２
☎

㉖
３
０
１
０
）

※
見
学
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
実
施
場

所
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

利
用
料　

２
５
０
円
／
１
回

利
用
限
度　

各
コ
ー
ス
週
１
回

申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑

※
申
請
書
等
は
介
護
保
険
課
（
川
島
庁

舎
1
階
）、支
所
地
域
課
（
鴨
島
・
山
川
・

美
郷
）
に
あ
り
ま
す
。

申
請
締
切　

12
月
10
日
㈮

利
用
コ
ー
ス
・
運
動
の
内
容

【
水
中
運
動
（
入
門
・
向
上
）
コ
ー
ス
】

温
水
プ
ー
ル
で
歩
行
を
中
心
と
し
た
水

中
運
動

【
マ
シ
ー
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
入
門
・

向
上
）
コ
ー
ス
】
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

な
ど
を
使
用
し
た
運
動

※
定
員
・
必
要
最
低
人
数
が
あ
り
ま
す
。

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
、

必
要
最
低
人
数
を
満
た
さ
な
い
場
合
は

そ
の
グ
ル
ー
プ
を
開
講
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

市
介
護
保
険
課　

地
域
支
援
係　
　
　

☎
㉕
６
６
２
７

市
人
権
課　
　
　
　
　
☎
㉒
２
２
２
９

問
い
合
わ
せ



問
い
合
わ
せ

11 2010年（平成22年）11月10日

広報よしのがわ

雑紙は　雑誌の日　袋いらないので　得します。

か
も
し
れ
な
い
と　

思
う
心
が　

事
こ
ぼ
う
止

藤
井　
　

啓
（
牛
島
小
学
校
３
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

吉
野
川
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
主
催

人
権
の
つ
ど
い

と
き　

11
月
21
日
㈰
午
後
１
時
〜
３
時

45
分

と
こ
ろ　

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
容

○
第
１
部
「
神
代
お
宝
踊
り
に
つ
い
て

の
発
表　

〜
ふ
る
さ
と
大
好
き
〜
」
に

続
い
て
「
神
代
お
宝
踊
り
」

○
第
２
部　

記
念
講
演
会

演
題
「
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
す
す
め
」
〜
日
米
の
子
育
て
の
共
通

点
〜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
師　

ジ
ェ
フ
・
バ
ー
グ
ラ
ン
ド
さ
ん

（
京
都
外
国
語
大
学
・
大
学
院　

外
国

語
学
部
英
米
語
学
科
教
授
）

入
場
料　

無
料

市
人
権
課　
　
　
　
　
☎
㉒
２
２
２
９

　教育委員会では、小学校への入学を控えたお子さん
が、スムーズに学校生活をスタートするために「入学
サポートシート」を作成しました。
　「入学サポートシート」は、保護者の皆さんといっし
ょに、保育所（園）、幼稚園、療育施設等関係機関が協
力して作成し、入学先の学校（小学校、特別支援学校）
へ引き継ぎます。
　12月中旬に、新１年生の保護者の方全員に配布しますので、作成を希望される
方は、ぜひご利用ください。
　本シートは、吉野川市で作られた市内共通の書式で、小学校と保護者、保育所
（園）・幼稚園等が協力してお子さんへの具体的なサポートを考えていくために活
用します。

◆ 「入学サポートシート」作成の流れ

「入学サポートシート」

●問い合わせ　市学校教育課　☎424114

12月
中旬

①新１年生の保護者の皆さんへ「入学サポートシート」を配付。
②作成を希望する保護者は、「保護者」の欄に記入。

１月

③「保育所（園）や幼稚園等」に記入を希望する保護者は、記入を依頼。
④「関係機関」に記入を希望する保護者は、記入を依頼。
⑤保護者は、完成した「入学サポートシート」を提出用封筒に入れ、
　あて名（入学する学校名）を記入し、封をする。
⑥保護者は、保育所（園）や幼稚園等または市教育委員会へ提出。

２月
初旬

⑦ 保育所（園）や幼稚園等または市教育委員会は、保護者から受け取った
「入学サポートシート」を入学先（小学校、特別支援学校）に提出。



問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

122010年（平成22年）11月10日

広報よしのがわ

古着は、指定の日に燃やせないごみの指定袋に入れて出してください。
市役所フリーマーケット会場でも回収を行っています。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
青
信
号　

気
持
ち
は
い
つ
も　

黄
信
号

森
田　

龍
生
（
森
山
小
学
校
３
年
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

第
９
回
吉
野
川
市
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
全
国
一
斉
強
化
週
間

樋ひ

山や
ま

地じ

石い
し

鎚づ
ち

山さ
ん

再
発
見
！

健
康
ウ
ォ
ー
ク

　

家
庭
内
の
不
用
品
を
リ
サ
イ
ク

ル
し
ま
せ
ん
か
！

と
き　

11
月
28
日
㈰
午
前
８
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

市
役
所
西
側
イ
ベ
ン
ト

広
場

次
回
開
催
予
定
日　

12
月
26
日
㈰

出
店
料　

無
料

※
出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
衣
類
（
古
着
類
）
の
回
収
も
行

っ
て
い
ま
す
。

※
掘
り
出
し
物
を
見
つ
け
に
、
た

く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

市
環
境
企
画
課　
☎
㉒
２
２
３
０

　

皆
さ
ん
、
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

職
場
に
お
け
る
男
女
差
別
や
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
な

ど
女
性
の
人
権
問
題
に
関
す
る
専

用
相
談
電
話
で
す
。
ひ
と
り
で
悩

と
き　

11
月
21
日
㈰

集
合
場
所　

藤
井
寺　

午
前
８
時
30
分

コ
ー
ス　

藤
井
寺
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
四
国
三
郎
吉
野
川
を
一
望
で

き
る
風
景
発
心
の
地
休
憩
所
、
樋

山
地
石
鎚
山
、
藤
井
寺
に
戻
る
ま

で
の
約
12
㎞
（
休
憩
を
含
め
て
約

６
時
間
）

参
加
資
格　

健
康
な
人
で
あ
れ
ば

老
若
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
急
な
斜
面
も
あ
り
ま
す
の
で

足
腰
に
自
信
の
あ
る
方
に
か
ぎ
り

巡
回
職
業
相
談

『
美
郷
ア
レ
★
コ
レ
！
』

開
催
中

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

　

美
郷
な
ら
で
は
の
料
理
や
、
昔

な
が
ら
の
知
恵
を
生
か
し
た
も
の

づ
く
り
、
豊
か
な
自
然
に
溶
け
込

む
遊
び
方
な
ど
50
種
類
の
体
験
を

美
郷
の
案
内
人
が
と
び
き
り
の
笑

顔
で
案
内
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ご
案
内

江
川
湧
水
源
周
辺

集
合
場
所　

江
川
湧
水
源
「
い
や

し
の
舎
」（
吉
野
川
遊
園
地
西
側
）

作
業
日
時　

12
月
１
日
㈬
午
前
７

時
〜
７
時
30
分

多
津
美
橋
〜
江
川
・
鴨
島
公
園

集
合
場
所　

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や

（
鴨
島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
日
時　

12
月
１
日
㈬
午
前
７

時
〜
８
時

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

江
川
エ
コ
フ
レ
ン

ド　
　
　
　
　
　
☎
㉔
８
６
６
０

　

除
草
作
業
、
清
掃
作
業
を
行
い

ま
す
。
作
業
道
具
は
、
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
、
汚
れ
て
も
よ
い
服

装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

第
１
３
１
回
ま
ち
か
ど

コ
ン
サ
ー
ト

ま
ず
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
徳
島
地

方
法
務
局
職
員
が
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

と
き　

11
月
15
日
㈪
〜
21
日
㈰
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時（
土
・
日

曜
日
は
、午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

ま
で
電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
通
常
業
務
（
平
日
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

徳
島
地
方
法
務
局　

人
権
擁
護
課

☎
０
８
８
（
６
２
２
）
４
８
９
２

ま
す
。

参
加
料　

１
０
０
円
（
保
険
料
）

募
集
人
員　

１
０
０
人

駐
車
場　

吉
野
川
市
役
所

申
込
期
限　

11
月
17
日
㈬
ま
で

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４

時
（
月
曜
日
を
除
く
）

樋
山
地
石
鎚
山
再
発
見
実
行
委
員

会　
　
　
　
　
　
☎
㉕
４
６
６
６

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

11
月
15
日
㈪
、
12
月
6
日

㈪
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

11
月
10
日
㈬
、
12
月
８
日

㈬
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

☎
㉔
２
１
６
６

連
絡
先

落
ち
葉
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者　

蛭え
び

子す

山
ホ
ー
ム
ズ
、
フ

ォ
レ
ス
ト（
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
）、
西

和
彦
グ
ル
ー
プ（
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
）

と
き　

11
月
28
日
㈰
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ　
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人
ホ

ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内（
雨
天
決
行
）

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会　
　
　
☎
㉔
３
７
２
５（
鎌
田
）

開
催
期
間

11
月
６
日
㈯
〜
12
月
19
日
㈰
ま
で

の
土
・
日
延
べ
14
日
間

主
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー

●
な
つ
か
し
の
か
ま
ど
料
理
体
験

●
腕
も
ジ
ン
ジ
ン
し
び
れ
る

梅
の
仁
取
り
体
験

●
彩
の
美
郷
を
満
喫
・
紅
葉
エ
コ

ツ
ア
ー

●
キ
レ
イ
の
さ
と　

美
郷
梅
酒
ま

つ
り

美
郷
ス
マ
イ
ル（
美
郷
商
工
会
内
）

☎
43
２
５
０
５

美
郷
ア
レ
★
コ
レ
！
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

http://m
isato-sm

ile.jp/



13 2010年（平成22年）11月10日

広報よしのがわ

飼い主としてのマナーを守りましょう。犬のふんは持ち帰りましょう。

ヘ
ル
メ
ッ
ト　

未
来
を
ま
も
る　

ガ
ー
ド
マ
ン

長
谷　

拓
朗
（
鴨
島
小
学
校
３
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

と
き　

11
月
29
日
㈪
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
45
分

講
師　

徳
島
地
方
法
務
局

　
　
　
　
　
　

西
原
不
二
枝
さ
ん

と
き　

12
月
３
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
45
分

講
師　

徳
島
県
金
融
広
報
委
員
会

ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

中
村
昌
弘
さ
ん

と
き　

12
月
11
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜

と
き　

１
月
22
日
㈯
開
場
午
後
１

時
／
開
演
午
後
２
時

入
場
料　

一
般
２
０
０
０
円
、
高

校
生
以
下
１
０
０
０
円

※
当
日
券
は
、
５
０
０
円
増
、
チ

ケ
ッ
ト
販
売
中

と
き　

12
月
12
日
㈰
午
前
10
時
〜

正
午

※
鴨
島
公
民
館
に
て
先
着
順
で
受

け
付
け
い
た
し
ま
す
。

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

そ
こ
が
も
っ
と
知
り
た
い
講
座

（
遺
言
に
つ
い
て
）

や
さ
し
い
経
済
講
座
（
金
融
ト

ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に
）

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

ク
リ
ス
マ
ス
会

は
な
ぶ
さ
博
士（
徳
大
名
誉
教
授
）

の「
科
学
工
学
教
室
」生
の
募
集

第
３
回　
「
温
度
の
不
思
議
」

１
日
体
験
講
座
の
ご
案
内

桂
三
枝
「
独
演
会
」

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

　

次
の
よ
う
な
セ
ー
ル
ス
が
あ
っ

た
と
き
、
契
約
は
し
た
も
の
の
納

得
が
い
か
ず
解
約
を
し
た
い
と
き

な
ど
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
商
法

　

電
話
等
で
「
料
理
講
習
会
を
開

き
ま
せ
ん
か
」
な
ど
と
言
っ
て
、

そ
の
人
の
自
宅
を
会
場
に
し
て
隣

近
所
の
人
を
集
め
さ
せ
、
料
理
講

習
会
等
を
開
催
し
「
ア
ル
ミ
の
鍋

は
有
害
で
病
気
に
な
る
」
な
ど
と

言
っ
て
、
外
国
製
の
鍋
を
高
額
で

売
り
付
け
る
商
法
。

②
内
職
商
法

　
「
自
宅
で
で
き
る
サ
イ
ド
ビ
ジ

ネ
ス
」「
１
日
○
時
間
の
仕
事
で

月
収
○
万
円
に
な
る
」
な
ど
と
魅

力
あ
る
内
容
の
広
告
や
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
で
内
職
の
応
募
者
を
募

集
し
、高
額
な
機
械
の
売
り
付
け
・

多
額
の
講
習
料
を
払
わ
せ
る
商
法
。

③
福
祉
商
法

　
「
目
の
見
え
な
い
人
に
盲
導
犬

を
贈
る
」
な
ど
、
福
祉
目
的
を
う

た
っ
て
商
品
を
買
わ
せ
る
商
法
。

④
紳
士
録
商
法

　

紳
士
録
に
登
載
さ
れ
て
い
る
人

に
電
話
で
「
紳
士
録
登
載
の
権
利

が
他
の
同
業
者
に
転
売
さ
れ
る
の

で
、
そ
の
登
録
か
ら
削
除
す
る
」

な
ど
と
言
っ
て
、
登
録
打
ち
切
り

料
、
登
録
抹
消
料
等
の
名
目
で
多

額
の
金
銭
を
だ
ま
し
取
る
商
法
。

⑤
原
野
商
法

　

無
料
の
温
泉
旅
行
に
誘
う
な
ど

し
、
利
殖
目
的
で
土
地
を
購
入
す

る
よ
う
説
明
し
、
転
売
も
で
き
な

い
二
束
三
文
の
土
地
を
元
値
の
数

百
倍
の
価
格
で
売
り
付
け
る
商
法
。

⑥
先
物
取
引

　

ア
メ
リ
カ
、
ロ
ン
ド
ン
等
の
海

外
の
商
品
市
場
で
取
引
さ
れ
て
い

る
大
豆
等
の
先
物
取
引
に
誘
い
込

み
、
金
銭
を
だ
ま
し
取
る
商
法
。

⑦
現
物
ま
が
い
商
法

　
「
今
買
っ
て
お
け
ば
、
将
来
必

ず
値
上
が
り
す
る
」
な
ど
と
言
っ

て
、
金
や
ゴ
ル
フ
会
員
権
等
を
売

り
付
け
、
現
物
を
渡
さ
ず
、「
預

り
証
」
と
称
す
る
紙
片
を
渡
し
金

銭
を
だ
ま
し
取
る
商
法
。

⑧
投
資
顧
問
商
法

　
「
優
良
株
が
あ
り
ま
す
」
な
ど

と
も
う
け
話
に
誘
い
込
み
金
銭
を

出
さ
せ
る
が
、
株
の
売
買
は
全
く

行
わ
な
い
で
、
そ
の
金
銭
を
だ
ま

し
取
る
商
法
。

⑨
紹
介
屋
商
法

　

い
わ
ゆ
る
紹
介
屋
が
、
新
聞
広

告
等
に
「
50
万
円
ま
で
即
融
資
、

全
国
ど
こ
で
も
Ｏ
Ｋ
、
来
店
不
要

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
○
○
○
番
」
な

ど
、
あ
た
か
も
簡
単
に
融
資
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
な
お
と
り
広
告
を

掲
載
し
、
電
話
を
か
け
て
き
た
客

に
「
あ
な
た
の
与
信
状
態
は
よ
く

な
い
。
う
ち
で
は
貸
せ
な
い
の
で

他
の
店
を
紹
介
し
て
あ
げ
る
」
な

ど
と
言
っ
て
、
紹
介
料
を
だ
ま
し

取
る
商
法
。

吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り

吉
野
川
警
察
署　
☎
㉕
６
１
１
０

鴨
島
町
交
番　
　
☎
㉔
２
３
３
１

問
い
合
わ
せ

悪
徳
商
法
の
手
口
あ
れ
こ
れ（
後
編
）

◎
あ
っ
た
か
手
編
み
体
験
講
座

と
き　

11
月
27
日
㈯
午
前
10
時
〜

正
午
・
午
後
１
時
〜
３
時

講
師　

後
藤
田　

八
重
子
さ
ん

参
加
費　

実
費

テ
ー
マ　

き
ら
き
ら
ス
ト
ー
ル
、

お
し
ゃ
れ
帽
子
、
ル
ー
ム
シ
ュ
ー

ズ
等

準
備
物　

筆
記
用
具
、
お
手
持
ち

の
用
具
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
木
彫　

―
表
札
を
作
る
―

　

表
札
板
に
は
本
人
の
「
姓
」
の

み
を
彫
り
ま
す
。
書
は
書
け
な
い
、

書
く
自
信
が
な
い
と
い
う
方
で
も

歓
迎
し
ま
す
。（
文
字
は
こ
ち
ら

で
提
供
し
ま
す
。）

と
き　

11
月
29
日
㈪
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分

講
師　

武
市　

鳴
雲
さ
ん

材
料
費　

表
札
板
代　

５
０
０
円

準
備
物　

彫
刻
刀
、
新
聞
紙
、
古

い
タ
オ
ル
、
書
道
用
具
一
式
（
書

か
な
い
人
は
不
要
）

◎ 

す
ぐ
に
役
立
つ
お
正
月
の
小
物
・

押
し
花
体
験
講
座

　

お
正
月
に
向
け
て
、
年
賀
状
や

箸
袋
、
ポ
チ
袋
を
押
し
花
で
ア
レ

ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。

と
き　

12
月
４
日
㈯
午
後
１
時
〜

３
時

講
師　

近
藤　

佐
起
江
さ
ん

参
加
費　

８
０
０
円
（
持
ち
帰
り

の
押
し
花
、
ア
イ
ロ
ン
和
紙
代
を

含
む
）

準
備
物　

工
作
用
は
さ
み

◎
篆て
ん

刻こ
く

を
楽
し
も
う

落
款
印
を
創
る
（
１
〜
２
文
字
）

と
き　

12
月
５
日
㈰
午
後
１
時
〜

４
時

講
師　

射
場　

博
子
さ
ん

材
料
費　

５
０
０
円

準
備
物　

筆
記
用
具
、
新
聞
紙
、

小
筆
２
本（
墨
用
、
朱
墨
用
）、
歯

ブ
ラ
シ
、
印
泥（
朱
肉
）、
手
鏡
等

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー☎

㉒
０
０
１
５

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

鴨
島
公
民
館　
　
☎
㉔
５
１
１
１

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
か
さ
さ
し
て　

じ
て
ん
し
ゃ
ふ
ら
ふ
ら　

あ
ぶ
な
い
よ

澤
村　

貴
哉
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
３
年
）

地域ぐるみで未然に高齢者虐待を防ぎましょう！

平成22年度　インフルエンザ予防接種吉野川市指定医療機関

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号

鴨　
　
　
　

島　
　
　
　

町

あおぞら内科 22-1311

鴨　

島　

町

筒井クリニック 24-3300
（医）麻名内科外科クリニック 26-0020 （医）古本内科クリニック 24-7377
（医）阿部整形外科 24-4880 （医）美摩病院 24-2957
（医）井内内科 24-3070 （医）森住内科医院 22-3010
石原小児科 24-2388 リバーサイドクリニック岡田 24-8884
（医）石原内科循環器科 24-2536 （医）和田耳鼻咽喉科 24-2566
糸田川クリニック 24-7555 （医）渡辺医院 24-7177
いぬい産科婦人科クリニック 22-1230

川　

島　

町

岡田医院 25-3566
麻植協同病院 24-2101 （医）岸整形外科 25-3133
（医）大内整形外科 24-3058 （医）四宮医院 25-2016
大久保診療所 24-1703 （医）島野外科内科 25-3060
（医）梶本胃腸科･内科 24-2413 （医）杉山医院 25-2802
（医）かなめ小児科内科クリニック 26-0310 （医）矢田医院 25-2006
（医）鴨島川島クリニック 24-8551

山　

川　

町

（医）工藤内科医院 42-3113
鴨島耳鼻咽喉科 24-8070 （医）さくら診療所 42-5520
（医）鴨島病院 24-6565 （医）谷医院 42-2353
（医）木村内科胃腸科 24-6413 富本医院 42-3123
杏和医院 22-0333 （医）中西内科クリニック 42-6755
（独）国立病院機構徳島病院 24-2161 松永医院 42-2110
（医）後藤田外科 24-2720 （医）三木リハビリテーション病院 42-6616
（医）鈴木内科（喜来） 24-3413 （医）山下耳鼻咽喉科クリニック 42-7533
（医）鈴木内科（敷地） 24-5880 美郷 美郷診療所 26-7570

　今シーズンのインフルエンザ予防接種は、新型インフルエンザ（Ａ／Ｈ１Ｎ１）と季節性
インフルエンザ（Ａ／Ｈ３Ｎ２とＢ型）が混合されたワクチン（３価ワクチン）となります。
※満64歳以下の方は、希望すれば１価ワクチン（新型インフルエンザ）を接種することもで
きます。

　平成22年10月１日～平成23年３月31日まで

　
　•満65歳以上の方※…例年の高齢者インフルエンザ予防接種に基づき原則1,000円
　　※ 満60歳以上65歳未満の方で、心臓、じん臓、もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫ウイルスによ

る免疫の機能に障害を有する者として厚生労働省令で定める方含む

　•満64歳以下の方…原則全額自己負担（医療機関によって金額は異なります）
　費用助成については、次のページをご覧ください。

　•接種を受ける市指定医療機関に、接種希望日の５日前までにお申し込みください。
　•本人確認のため、健康保険証等を提示してください。

実施期間

接種費用

接種を受ける際の注意

新型インフルエンザ予防接種および
　　高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ
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ま
が
り
か
ど　

な
に
か
が
い
る
ぞ　

み
つ
け
よ
う

佐
藤　

巧
弥
（
西
麻
植
小
学
校
１
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

虐待では？ 思ったときは、まず通報！ 地域包括支援センター☎㉕6627

●問い合わせ　市健康推進課　☎㉕6615

次の対象の方には予防接種費用を助成しますので、以下の手続きにより接種をしてください。

高齢者インフルエンザ予防接種

新型インフルエンザ予防接種

１）満65歳以上の方
２） 満60歳以上65歳未満の方で、心臓、じん臓、もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫ウイ
ルスによる免疫の機能に障害を有する者として厚生労働省令で定める方

　満64歳以下の方

課税世帯の方

市民税非課税世帯・生活保護世帯の方

市民税非課税世帯・生活保護世帯の方

◇個人負担金　1,000円
　事前の申請は必要ありません。
　市指定の医療機関以外で接種した場合は費用が全額自己負担となります。

◇個人負担金　無料
　事前に健康推進課（川島庁舎１階）または、支所地域課（鴨島・山川・美郷）で印鑑をご
持参のうえ申請してください。『新型インフルエンザ費用負担軽減証明書』を発行し郵送し
ますので、医療機関へ持参してください。
　市指定の医療機関以外で接種した場合は費用が全額自己負担となります。

◇個人負担金　無料
　事前に健康推進課（川島庁舎１階）または、支所地域課（鴨島・山川・美郷）で印鑑をご
持参のうえ申請してください。『新型インフルエンザ費用負担軽減証明書』を発行し郵送し
ますので、医療機関へ持参してください。

◇払い戻しについて
　市指定の医療機関で接種し、費用をお支払いいただいた方は、必要書類を添えて申請をしてくださ
い。市外医療機関で接種した場合は、費用助成はありません。
☆申請場所　健康推進課（川島庁舎１階）または、支所地域課（鴨島・山川・美郷）
☆必要書類　①医療機関発行の『領収書』
　　　　　　②『高齢者インフルエンザ予防接種（３価ワクチン）接種済証』
　　　　　　③申請者名義の『振込先金融機関通帳』および『印鑑』
☆申請期間　平成23年３月31日まで

◇払い戻しについて
　やむをえず市外の医療機関等で接種を受けた等の理由で、費用をお支払いいただいた方は、必要書
類を添えて申請をしてください。市の限度額まで費用助成します。
☆申請場所　健康推進課（川島庁舎１階）または、支所地域課（鴨島・山川・美郷）
☆必要書類　①医療機関発行の『領収書』
　　　　　　②『新型インフルエンザ予防接種済証』または
　　　　　　　『新型インフルエンザ予防接種記録の記載された母子健康手帳』
　　　　　　③申請者名義の『振込先金融機関通帳』および『印鑑』
☆申請期間　平成23年３月31日まで
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《
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通
安
全
標
語
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秀
作
》
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ま
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ち

清
水　

天
音
（
知
恵
島
小
学
校
２
年
）

ひとりで悩まずに相談してください。
とくしま自殺予防センター　☎088（602）8911　9：00～16：00（土・日・祝日・年末年始除く）

●問い合わせ　市健康推進課　☎㉕6615

時間外の場合は…

　まず日ごろから、かかりつけ医をもつことで、急病の時など心強い味方となります。かかりつ
け医をお持ちでない方は、持つように心がけましょう。（関連記事17ページ参照）

◆初期救急
外来対応で治療ができる場合

休日・夜間在宅当番医
・平日　17時～23時
・休日　８時～23時

休日・夜間在宅当番医表をご
覧ください。
（毎月の広報よしのがわに掲載）

◆２次救急
入院して治療を要する場合

・麻植協同病院　☎24-2101
　（火・木・日曜日）

・阿波病院　　　☎36-5151
　（月・金・第４日曜日）

・美摩病院　　　☎24-2957
　（水・土・第５日曜日）

◆３次救急
極めて専門的な治療を必要と
する場合

【救命救急センター】
・県立中央病院
・徳島赤十字病院
・県立三好病院

【徳島大学医学部付属病院救急部】

緊急・重症の場合は、迷わず「119」へ連絡してください！

お子さんが急な病気で心配なときは、徳島こども救急電話相談をご利用ください。
【電話番号】局番なしの＃8000 または 088－621－2365
【相談日時】毎日の18時～翌朝８時まで
23時30分～翌日８時30分までは、下記へ事前に電話で連絡し、受診してください。
曜日 病院名 電話番号
月 健康保険鳴門病院 088－683－0011
火 県立中央病院 088－631－7151
水 徳島市民病院 088－622－5121
木 県立中央病院 088－631－7151

曜日 病院名 電話番号
金 徳島市民病院 088－622－5121
土 県立中央病院 088－631－7151
日 県立中央病院 088－631－7151

11・12月
●平日／17時～23時　　●休日／8時～23時
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●問い合わせ／市健康推進課☎㉕6615

医　院　名 電話番号 11月 12月
岸 整 形 外 科 25－3133 10 15
鴨 島 病 院 24－6565 11 16
富 本 医 院 42－3123 12 17
鴨島耳鼻咽喉科 24－8070 13 27
三木リハビリテーション病院 42－6616 ⑭
井 内 内 科 24－3070 15 20
高橋皮膚科クリニック 24－5122 16 21
島 野 外 科 内 科 25－3060 17 22
杏 和 医 院 22－0333 18 24
中西内科クリニック 42－6755 19 25
工 藤 内 科 医 院 42－3113 20 18
あ お ぞ ら 内 科 22－1131 ㉑
いぬい産科婦人科クリニック 22－1230 22 ㉛
糸田川クリニック 24－7555 ㉓
グリーン耳鼻咽喉科 24－2488 24 29

医　院　名 電話番号 11月 12月
リバーサイドクリニック岡田 24－8884 25
石原内科循環器科 24－2536 26 28
森 住 内 科 医 院 22－3010 27 30
梶本胃腸科内科 24－2413 ㉘
山下耳鼻咽喉科クリニック 42－7533 29
麻名内科外科クリニック 26－0020 30
さ く ら 診 療 所 42－5520 1
かなめ小児科内科クリニック 26－0310 2
四 宮 医 院 25－2016 3
渡 辺 医 院 24－7177 4
和田耳鼻咽喉科 24－2566 ⑤
松 永 医 院 42－2110 6
杉 山 医 院 25－2802 7
矢 田 医 院 25－2006 8
木村内科胃腸科 24－6413 9

医　院　名 電話番号 11月 12月
谷 医 院 42－2353 10
鈴木内科（敷地）24－5880 11
石 原 小 児 科 24－2388 ⑫
阿 部 整 形 外 科 24－4880 13
鈴木内科（喜来）24－3413 14
糸 田 川 眼 科 24－2531 ⑲
古本内科クリニック 24－7377 ㉓
松 永 医 院 42－2110 ㉖

休日･夜間在宅当番医表

日曜日の9時～17時、
小児科専門医が診てくれます。

●麻植協同病院（第2・4週） ☎㉔2101
●阿波病院（第1･3･5週） ☎365151

小児救急医療体制 
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11月12日～25日は「女性に対する暴力をなくす運動」実施期間です。

●問い合わせ　市国保年金課　☎㉒2213

医療機関の適正受診にご協力ください

　風邪などの軽い病気であれば、大きな病院でも身近な開業医でも治
療内容はほとんど変わりません。開業医は待ち時間も短く、体への負
担が軽減されます。自宅に近いかかりつけ医を選び、必要な場合はか
かりつけ医から適切な医療機関を紹介してもらいましょう。

★ 大きな病院では初診の患者は紹介状が必要で、紹介状なしで受診す
る場合は特別料金が発生する場合もあります。

病歴や健康状態などを
把握して健康管理全般
のアドバイスをしてく
れる医師のことです。

① かかりつけ医をもちましょう

　ジェネリック医薬品は新薬と同様に、薬事法に基づいて厚生労働省
から承認されている薬です。新薬と同じ有効成分を使っているので、
安全性も効き目も立証されています。処方されている薬にジェネリッ
ク医薬品があれば、積極的に活用しましょう。

★ ジェネリック医薬品希望カードを提示すれば、変更する意志を簡単
に伝えることができます。

新薬の製造・販売の特
許期間が終了した後
に、新薬と同じ有効成
分でつくられる後発の
医薬品です。

③ ジェネリック医薬品を活用しましょう 

Ｑ 安全性は大丈夫？ Ｑ ジェネリック医薬品を使うといいことは？

　医療機関を紹介なく変更すると、その都度初診料がかかり、医療費
の無駄が発生します。また、何度も検査や処置・投薬などを行うので
体にも負担がかかります。何かあった場合は、まずかかりつけ医に相
談しましょう。

同じ病気で医療機関を
次々と変更して受診す
ることをいいます。

② 重複受診はやめましょう

A A　ジェネリック医薬品は、新薬と同
様のさまざまな基準を遵守して製造・
販売されるので、安全性は十分に確
かめられています。
　しかし、製造会社ごとに添加物が
異なることがあります。飲みあわせ
などが新薬とは異なる場合もありま
すので、服用前にかかりつけ医やか
かりつけ薬局に相談しましょう。

　新薬と比べて薬の価格が安いため、特
に数種類の薬を使っている方や長期間の
服薬が必要な方は、大幅な医療費の節約
ができ、厳しい財政状況にある医療保険
財政の改善につながることが期待されます。
　また、添加物の違いなどにより味や大きさを改善し、
より飲みやすくなったものや、保存性がよくなったも
のもあります。

元気の秘訣

•いつまでも健康で生活するためにからだを動かしましょう！
•１日３回、バランスよく食べましょう！

かかりつけ医

重複受診

ジェネリック医薬品
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みんなで支えよう  ～介護保険～

第２回　介護保険のサービス

　介護保険のサービスは皆さんの保険料や税金で
まかなわれています。便利だからというだけでな
く本当に必要かどうかを考えて利用しましょう。

　

要
介
護
認
定
で「
要
介
護
」「
要
支
援
」

と
認
定
さ
れ
た
方
は
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利

用
者
の
多
い
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
ご
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

 

居
宅
サ
ー
ビ
ス

訪
問
介
護　

ヘ
ル
パ
ー
が
訪
問
し
、
食

事
、
入
浴
な
ど
の
介
護
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
利
用
者
の
最
も
多
い
サ
ー
ビ
ス
で

す
。

通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）　

施
設

に
通
い
、
日
帰
り
で
食
事
、
入
浴
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ
イ
ケ

ア
）　

施
設
な
ど
に
通
い
、
機
能
訓
練

な
ど
を
日
帰
り
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

短
期
入
所
生
活
介
護
（
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
）　

施
設
に
短
期
入
所
し
て
食
事
、

入
浴
な
ど
の
支
援
や
機
能
訓
練
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

＊
ま
た
、
環
境
を
整
え
る
た
め
の
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
、
住
宅
改
修
や
福
祉
用
具

貸
与
、
福
祉
用
具
購
入
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
住
宅
改
修
や
、
福
祉
用
具
購

入
に
つ
い
て
か
か
っ
た
費
用
は
、
い
っ

た
ん
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
費

用
支
払
い
後
、
申
請
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
費
用
の
９
割
を
支
給
し
ま
す
。

　
「
自
立
」
と
認
定
さ
れ
た
方
や
介
護

認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
市
が
行

う
地
域
支
援
事
業
に
よ
り
、
将
来
介
護

が
必
要
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

上
記
サ
ー
ビ
ス
の
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
介
護
保
険
課（
川
島
庁
舎
１
階
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
か
か
っ

た
費
用
の
一
割
が
原
則
自
己
負
担
で
す
が
、

居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に

は
、
要
介
護
度
ご
と
に
月
々
に
利
用
で
き

る
金
額
に
上
限
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

限
度
額
を
こ
え
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

場
合
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

環境を整えるためのサービス

◎　住宅改修
　手すりの取り付けや段差の解消など６種類
の小規模な住宅改修費の支給を受けることが
できます。利用できる限度額は20万円（最高
支給額は18万円）です。転居した場合、また
要介護度が３段階以上あがった場合に限り、
再利用可能です。
　限度額を超えた費用や保険給付対象外の工
事費用は、全額自己負担になります。住宅改
修を行う前には事前協議が必要です。必ず担
当ケアマネージャーに連絡してください。事
前協議のない工事には工事費用の支給はでき
ません。

◎　福祉用具貸与（レンタル）
　歩行補助つえや介護用ベッド・車いすなど
日常生活を助けるための福祉用具を借りるこ
とができます。用具の種類、貸し出し料は事
業者によって異なります。また要支援１・２、
要介護１の方は利用できる品目が限られま
す。レンタル前には担当ケアマネージャーに
相談してください。

◎　福祉用具購入
　レンタルになじまない、入浴や排せつに使
う入浴補助用具・特殊尿器・腰掛け便座など
５種類の福祉用具購入費の支給を受けること
ができます。利用できる限度額は年度につき
10万円（最高支給額は９万円）です。福祉用
具購入は必ず指定を受けた事業者からご購入
ください。また購入前には担当ケアマネージ
ャーに相談してください。担当ケアマネージ
ャーがいない場合は、販売店の福祉用具専門
相談員にご相談ください。

●問い合わせ　市介護保険課　介護保険係　☎㉕6626
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11　
　
　
　
　
　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
10 水 9：30～10：30 川島公民館久保田分館 川　島

健
康
チ
ェ
ッ
ク

口腔（こうくう）ケア
12 金 9：30～10：30 三ツ島西集会所 川　島 口 腔 ケ ア
16 火 9：30～10：30 宮前公民館 鴨　島 楽 し い 脳 体 操

17 水 9：30～10：30 中古井広域集落センター 美　郷 介 護 予 防 体 操
9：30～10：30 川島公民館上桜分館 川　島 楽 し い 脳 体 操

18 木 9：30～10：30 こだま会館 川　島
19 金 9：30～10：30 東部集落センター 美　郷 口 腔 ケ ア
22 月 13：30～14：30 知恵島老人憩の家 鴨　島 口 腔 ケ ア
24 水 9：30～10：30 川島公民館敷地分館 川　島 楽 し い 脳 体 操

25 木 9：30～10：30 牛島地区公民館 鴨　島 口 腔 ケ ア
13：30～14：30 山路東原集会所 鴨　島 楽 し い 脳 体 操

26 金 9：30～10：30 森山地区公民館 鴨　島 楽 し い 脳 体 操
13：30～14：30 東山老人憩の家 美　郷 介 護 予 防 体 操

30 火 9：30～10：30 川島公民館山田分館 川　島 介 護 予 防 体 操

12　
　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容

1 水 9：30～10：30 中部農業構造改善センター 山　川
健
康
チ
ェ
ッ
ク

13：30～14：30 上浦地区公民館 鴨　島 介 護 予 防 体 操
2 木 9：30～10：30 東児島老人憩の家 川　島 介 護 予 防 体 操
6 月 13：30～14：30 山川公民館 山　川 介 護 予 防 体 操
7 火 9：30～10：30 川島公民館神後分館 川　島

8 水 9：30～10：30 川島公民館近久分館 川　島 介 護 予 防 体 操
13：30～14：30 中枝老人憩の家 美　郷 介 護 予 防 体 操

9 木 9：00～11：00 西麻植地区公民館 鴨　島 介 護 予 防 体 操

11月・12月の介護予防教室

※健康手帳をご持参ください。　
※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康チェックの受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

●問い合わせ　市介護保険課　地域支援係　☎㉕6627

税務署からのお知らせ

～相続または贈与等に係る生命保険契約や損害保険契約等に基づく
年金の税務上の取り扱いの変更について～

　この度、遺族の方が年金として受給する生命保険金のうち、相続税の課税対象となった部分につ
いては、所得税の課税対象にならないとする最高裁判所の判決がありました。そこで、このような
年金に係る税務上の取り扱いを改めることとしましたので、お知らせします。これにより、平成17
年分から平成21年分までの各年分について所得税が納め過ぎとなっている方につきましては、その
納め過ぎとなっている所得税が還付となります。
　お手数をお掛けしますが、必要な手続き（更正の請求または確定申告など）をしていただきます
ようお願いいたします。
　この取り扱いの変更の対象となる方や所得税の還付の手続きについては、国税庁ホームページ
（http://www.nta.go.jp）をご覧いただくか、最寄りの税務署にお問い合わせください。
※ 平成17年分について、早い方は平成22年12月末が還付できる期限となりますので、お早めの手
続きをお願いします。

※ 受け取られた年金の受給権が相続税や贈与税の課税対象となる場合は、実際に相続税や贈与税の
納税額が生じなかった方も対象となります。



と
び
出
し
は　

車
も
び
っ
く
り　

き
け
ん
だ
よ

三
木　

優
也
（
川
田
西
小
学
校
２
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

21 2010年（平成22年）11月10日

広報よしのがわ

「
人
権
を
尊
重
す
る
町
・

社
会
を
め
ざ
し
て
」

―
鴨
島
地
区
人
権
教
育

　
　
　
　
　
　

推
進
協
議
会
―

　

鴨
島
地
区
人
権
教
育
推
進
協
議

会
で
は
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重

す
る
町
・
社
会
づ
く
り
の
た
め
に

活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
中
で

も
「
自
治
会
別
話
し

合
い
」
や
「
人
権
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、

人
権
問
題
啓
発
の
中

心
と
な
る
活
動
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
「
自
治
会
別
話
し

合
い
」
は
、
鴨
島
地

区
59
自
治
会
を
３
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

け
、
昨
年
度
よ
り
新
た
に
３
年
計

画
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
人
権
学
習
啓
発
ビ
デ
オ
『
人

権
に
向
き
合
う
た
め
の
６
つ
の
素

材
〜
街
に
、
暮
ら
し
に
、
あ
な
た

の
と
な
り
に
〜
』
を
も
と
に
話
し

合
い
を
進
め
て
い
ま
す
。
隣
人
同

士
が
ひ
ざ
を
交
え
て
人
権
問
題
に

つ
い
て
語
り
合
う
中
で
、
差
別
を

な
く
し
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
住

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）   

☎
㉒
２
２
２
９

み
よ
い
地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。
こ
の
話
し
合
い
に

は
、
推
進
協
議
会
の
役
員
は
も
と

よ
り
、
市
職
員
や
幼
・
小
・
中
学

校
職
員
も
参
加
し
研
修
を
深
め
て

い
ま
す
。

　
「
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、

例
年
、
鴨
島
小
学
校
体
育
館
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。（
本
年
度

は
12
月
５
日
に
予
定
）
幼
稚
園
・

小
学
校
の
人
権
問
題
学
習
へ
の

取
り
組
み
の
成
果
を
劇

や
音
楽
で
発
表
し
た
り
、

各
種
団
体
の
人
権
問
題

へ
の
取
り
組
み
も
発
表

し
た
り
し
ま
す
。
こ
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

人
権
教
育
や
啓
発
、
意

識
の
高
揚
な
ど
の
大
切

な
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
鴨
島
地
区
全
体
で

人
権
問
題
啓
発
の
機
会
を
持
つ
よ

う
に
努
め
、
人
権
問
題
解
決
に
向

け
て
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
本
協
議
会
の
活
動

に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

ま
っ
す
ぐ
な
道

●
薬
物
乱
用
と
は
？

　

遊
び
や
快
感
を
求
め
る
た
め
に

覚
せ
い
剤
や
麻
薬
な
ど
の
薬
物
を

使
用
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

た
と
え
１
回
使
用
し
た
だ
け
で

も
乱
用
に
あ
た
り
ま
す
。

●
な
ぜ
、
薬
物
乱
用
は
い
け
な
い

の
か
？

①
脳
を
お
か
さ
れ
て
、
心
も
身
体

も
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
に
な
る
。

②
自
分
の
意
志
で
は
止
め
ら
れ
な

く
な
る
。

鴨
島
東
中
学
校　

中
西　

珠
実

ま
っ
す
ぐ
な
道
を

歩
み
続
け
た
人
は
い
る
だ
ろ
う
か

　
そ
も
そ
も

ま
っ
す
ぐ
な
道
と
は

ど
ん
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か

そ
も
そ
も

ま
っ
す
ぐ
な
道
と
は

あ
る
の
だ
ろ
う
か

ま
っ
す
ぐ
な
道
は
な
い
と
思
う

一
直
線
の
道
は
な
い
と
思
う

あ
な
た
が
考
え
信
じ

正
し
い
と
思
え
た
道
な
ら

薬
物
乱
用
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

（「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
第
５
号
よ
り
）

③
幻
覚
や
妄
想
が
現
れ
、
殺
人
等

の
重
大
犯
罪
を
引
き
お
こ
す
。

④
友
だ
ち
や
家
族
を
失
い
、
家
庭

も
人
生
も
崩
壊
す
る
。

●
な
ぜ
、
薬
物
乱
用
に
走
る
の

か
？

　
「
１
回
だ
け
な
ら
平
気
さ
」、「
み

ん
な
や
っ
て
る
よ
」
な
ど
の
甘
い

誘
い
に
乗
っ
て
し
ま
う
こ
と
。

 

薬
物
乱
用
を
防
止
す
る
た
め
に

●
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
と
断

る
勇
気
を
持
と
う
。

●
薬
物
乱
用
の
危
険
性
は
身
近
に

あ
り
、
自
分
に
は
関
係
な
い
と
思

わ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

 
家
族
の
皆
さ
ん
へ

　

薬
物
乱
用
に
関
す
る
情
報
は
、

日
常
生
活
の
中
に
は
ん
ら
ん
し
て

お
り
、
子
ど
も
た
ち
は
常
に
誘
惑

に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
薬
物
乱

用
の
恐
ろ
し
さ
を
理
解
し
、
薬
物

乱
用
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
６
６
２
０  

℻  
㉕
６
６
２
１

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

「人権フェスティバルの様子」



《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
信
号
機　

青
に
な
っ
て
も　

左
右
見
て

真
椙　

紗
綾
（
川
田
中
小
学
校
４
年
）

222010年（平成22年）11月10日

広報よしのがわ

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　

             

☎
㉔
５
１
１
１

川
島
図
書
館  

☎
㉕
３
１
４
１

☆
話
題
図
書
シ
リ
ー
ズ
☆

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
11
月
、
12
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
11
月
30
日
㈫
、12
月
28
日
㈰
）

年
末
年
始
（
12
月
29
日
㈬
〜
１
月

３
日
㈪
）

◆
徳
島
文
理
大
学
う
た
お
は
部
に

よ
る
お
は
な
し
会
〜
ク
リ
ス
マ
ス

お
は
な
し
会
〜
（
参
加
無
料
）

と
き　

12
月
18
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

◆
展
示

麻
植
の
農
業
１
・
Ⅱ
・
Ⅲ
（
養
蚕

関
係
写
真
展
）
番
外
編
（
入
場
無

料
）

「
日
本
の
伝
統
産
業
〜
宮
坂
製
糸

〜
」

と
き　

12
月
５
日
㈰
〜
26
日
㈰

◆
学
読
書
会（
毎
月
第
２
土
曜
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

山
川
図
書
館 

☎
42
５
２
２
２

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
11
月
、
12
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
11
月
30
日
㈫
）、
年
末
年
始

（
12
月
27
日
㈪
〜
１
月
３
日
㈪
）

◆
お
は
な
し
会

11
月
13
日
㈯
午
後
１
時
30
分
か
ら

（
約
30
分
間
）
／
毎
月
第
２
土
曜

日
開
催

◆
子
ど
も
映
画
会

11
月
20
日
㈯
（
14
ひ
き
の
ひ
っ
こ

し
）
12
月
４
日
㈯
（
ト
リ
ポ
カ
の

謎
①
）
12
月
18
日
㈯
（
ト
リ
ポ
カ

の
謎
②
）（
午
後
２
時
か
ら
約
１

時
間
）

◆
山
川
図
書
館
ク
リ
ス
マ
ス
会

12
月
中
旬
以
降
の
予
定

勝
手
に
ふ
る
え
て
ろ

綿
矢　

り
さ　

著

ア
リ
ア
ド
ネ
の
弾
丸海

堂　

尊　

著

◆
開
室
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
11
月
、
12
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
絵
本

室
・
和
室
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
手
作
り
大

型
紙
芝
居
な
ど

◆
新
刊
情
報

『
手
作
り
ラ
ー
油
＆
極
う
ま
レ
シ

ピ
』　　
　
　
　

  

柳
澤
英
子　

著

『
確
信
犯
』　　
　

大
門
剛
明　

著

『
ゆ
ん
で
め
て
』　

畠
中　

恵　

著

『
三
千
枚
の
金
貨
上･

下
』

　
　
　
　
　
　
　

宮
本　

輝　

著

『
悪
の
教
典
上･

下
』

　
　
　
　
　
　
　

貴
志
祐
介　

著

『
つ
ば
さ
も
の
が
た
り
』

　
　
　
　
　
　
　

雫
井
脩
介　

著

『
シ
ン
プ
ル
に
生
き
る
』

　

ド
ミ
ニ
ッ
ク
・
ロ
ー
ホ
ー　

著

『
あ
ん
じ
ゅ
う
』　

宮
部
み
ゆ
き
著

『
ア
ダ
ル
ト
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ

ン
』　　
　
　
　

  

村
山
由
佳　

著

◆
絵
本
・
児
童
書

『
ビ
ー
ス
ト･

ク
エ
ス
ト
15
』

　
　
　

ア
ダ
ム
・
ブ
レ
ー
ド　

著

『
わ
く
わ
く
ゴ
ロ
リ
の
ペ
ー
パ
ー

し
ん
で
エ
コ
工
作
』

　
　
　
　
　
　

ヒ
ダ
オ
サ
ム　

著

『
宇
宙
の
ふ
し
ぎ
』

　
　
　
　
　
　
　

松
井
孝
典　

著

『
も
り
の
お
ふ
ろ
や
さ
ん
』

　
　
　
　

と
よ
た
か
ず
ひ
こ　

著

 

美
郷
図
書
室

 （
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

  

☎
43
２
８
１
１

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
11
月
、12
月
の
休
室
日　

木
曜
日

●
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な
か

っ
た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ
ス

ト
は
各
館
・
室
で
、
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

http://library.city.yoshinogawa.
lg.jp/iliswing/we/opac/

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日

川
島
薬
草
園

〈表紙写真〉

キ
サ
サ
ゲ　

ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
科

　

川
島
薬
草
園
に
あ
る
キ
サ
サ

ゲ
は
、
中
国
原
産
の
落
葉
高
木

で
、日
本
各
地
の
河
川
敷
な
ど
、

湿
っ
た
場
所
に
野
生
化
し
た
帰

化
植
物
で
す
。

　

６
月
〜
７
月
に
淡
い
黄
色
の

内
側
に
紫
色
の
斑
点
が
あ
る
花

を
咲
か
せ
ま
す
。
ま
た
、
果
実

は
細
長
い
さ
く
果
で
サ
サ
ゲ

（
大
角
豆
）
に
似
る
の
で
キ
サ

サ
ゲ
（
木
大
角
豆
）
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

　

秋
に
さ
や
状
の
果
実
が
未
熟

な
緑
色
を
し
て
い
る
こ
ろ
、
種

子
が
外
に
こ
ぼ
れ
な
い
よ
う
に

採
取
し
、
採
取
し
た
も
の
を
２

〜
３
セ
ン
チ
に
刻
ん
で
か
ら
乾

燥
さ
せ
ま
す
。　

　

乾
燥
さ
せ
た
も
の
を
煎
じ
て

服
用
す
る
と
、
腎
炎
や
む
く
み

を
お
こ
し
た
と
き
の
利
尿
剤
と

し
て
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

（
資
料
提
供　

眞
鍋
佳
資
）

と
こ
ろ　
川
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
11
月
13
日
「
徳
島
新
聞
」）

特
別
資
料
整
理
日

と
き　

11
月
19
日
㈮
〜
29
日
㈪

　

期
間
中
は
閉
館
し
、
す
べ
て
の

資
料
の
点
検
・
整
理
を
行
い
ま
す
。



《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》「
ま
だ
渡
れ
る
」　

思
っ
た
瞬
間　

命
取
り

花
平　

心
吾
（
種
野
小
学
校
６
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

23 2010年（平成22年）11月10日

広報よしのがわ

国
民
年
金
だ
よ
り

と
き　

11
月
24
日
㈬
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所
３
階
大

会
議
室

※
予
約
時
間
の
５
分
前
ま
で
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
予
約
後
、
ご
都
合
に
よ
り
来
所

で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
事
前

に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

老
齢
年
金
等
（
老
齢
ま
た
は
退

職
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
）
に

は
、
所
得
税
法
上
、『
雑
所
得
』

と
し
て
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。

（
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
に
は
税

金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。）
所
得
税

は
受
け
取
る
年
金
か
ら
源
泉
徴
収

さ
れ
ま
す
が
、
源
泉
徴
収
の
対
象

と
な
る
の
は
年
金
額
が
１
５
８
万

円
以
上
の
方
の
み
で
す
。（
65
歳

未
満
の
方
は
１
０
８
万
円
以
上
）

　

所
得
税
に
は
、
納
税
者
の
税
を

負
担
す
る
能
力
に
応
じ
た
課
税
を

行
う
た
め
に
各
種
の
控
除
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
公
的
年
金
等
に

係
る
源
泉
徴
収
の
際
に
こ
の
控
除

を
受
け
る
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ

め
「
公
的
年
金
等
の
受
給
者
の
扶

養
親
族
等
申
告
書
（
ハ
ガ
キ
）」

を
日
本
年
金
機
構
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
は
、

毎
年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
対
象
と
な
る
年
金
受
給
者
の

方
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
12
月

１
日
の
提
出
期
限
ま
で
に
必
ず
提

出
く
だ
さ
い
。

　

提
出
い
た
だ
く
扶
養
親
族
等
申

告
書
は
、
平
成
23
年
２
月
以
降
の

年
金
か
ら
控
除
さ
れ
る
所
得
税
の

計
算
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

※
前
年
の
申
告
内
容
に
変
更
が
な

い
場
合
で
も
必
ず
提
出
が
必
要
で

す
。

※
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族

と
な
る
方
が
い
な
い
場
合
で
も
、

受
給
者
本
人
に
係
る
基
礎
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
提

出
が
必
要
で
す
。

★
日
本
年
金
機
構
に
お
き
ま
し
て

は
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
公
的
年
金

を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
年

金
制
度
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
よ
う
、
11
月
を
「
ね
ん

き
ん
月
間
」
と
し
て
位
置
づ
け
、

各
種
の
普
及
・
啓
発
活
動
を
展
開

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

★
徳
島
北
年
金
事
務
所
管
内
に
お

い
て
は
、
出
張
年
金
相
談
（
予
約

制
）
お
よ
び
国
民
年
金
保
険
料
納

付
相
談
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

★
予
約
を
受
け
付
け
す
る
際
に
は
、

相
談
者
氏
名
・
基
礎
年
金
番
号
・

電
話
番
号
・
相
談
内
容
等
に
つ
い

て
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

★
相
談
当
日
は
、
年
金
手
帳
・
年

金
証
書
（
受
給
さ
れ
て
い
る
方
）

等
を
ご
持
参
の
う
え
、
時
間
内
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。（
代
理
の
方

は
、
本
人
の
署
名
・
捺
印
の
あ
る

委
任
状
が
必
要
で
す
。）

  

相
談
日

と
き　

11
月
10
日
㈬
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ　

阿
波
市
役
所
土
成
コ
ミ

ュ
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毎月10日は「マイバッグの日」
吉野川市は“毎月10日は「レジ袋ゼロの日」”として啓発しています！

レジ袋は全国で年間約305億枚が使用された後に“ごみ”と
なっています。レジ袋の原材料は石油であり、製造や輸送
流通、ごみとして焼却処分される際に地球温暖化の原因と
なるCO2（二酸化炭素）を発生させています。
「マイバッグを持参し、レジ袋を断る」ことで、ごみ削減や
資源の問題だけでなく、地球温暖化の抑制にもつながります。

一人一人の小さな行動が、全体では大きな
効果となります。市民の皆さんのご理解と
ご協力を宜しくお願い致します。

主催：とくしま環境県民会議・吉野川市・徳島県 共催：かもじま駅前まちづくり会議
［連絡先］鴨島商店街連合会事務局　TEL：0883-24-6080
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●出前

広報誌に広告を掲載しませんか？
「広報よしのがわ」は市内の全世帯に約18,000
部配布されており、大きな宣伝効果が期待され
ます。企業や商品の宣伝に、ぜひご活用ください。
詳しくは、企画財政課（市役所３階）までお問
い合わせになるか、市ホームページをご覧ください。

問い合わせ　☎㉒２２２１　℻  ㉒２２４４
ホームページアドレス
http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/index.asp
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〈人  権  相  談〉
11月11日㈭ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
11月16日㈫ 13：30～16：00 川島庁舎人権擁護委員事務室
11月30日㈫ 13：30～16：00 山川庁舎講堂
12月６日㈪ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
12月６日㈪ 13：30～16：00 川島庁舎人権擁護委員事務室
12月６日㈪ 13：30～16：00 山川庁舎講堂
12月６日㈪ 13：30～16：00 美郷庁舎大会議室

〈行  政  相  談〉
11月11日㈭  9：00～12：00 市役所 1階相談室
12月６日㈪ 10：00～12：00 山川庁舎 101会議室
12月７日㈫ 13：00～16：00 川島公民館会議室
12月９日㈭  9：00～12：00 市役所 1階相談室
12月16日㈭ 13：00～16：00 美郷庁舎 2階会議室

〈司法書士会による無料法律相談〉
11月19日㈮ 10：00～12：00 市役所１階相談室
12月17日㈮ 10：00～12：00 市役所１階相談室平成22年10月１日現在

市民のうごき
　　　住民基本台帳（前月比）　外国人登録（前月比）
　計　　45,007人　 （－ 67）
　男　　21,298人　 （－ 34）
　女　　23,709人　 （－ 33）
世帯数　17,462世帯 （－   2）
※ 65歳以上人口
　　　計 12,996人　男 5,311人　女 7,685人

374人 （＋1）
60人 （＋8）
314人 （－7）
352世帯 （＋1）

　文化庁の「文化的景観」重要地域にも選定さ
れている高開地区において、第13回石積みライ
トアップを開催します。
　光の演出によって美郷の冬空に浮かび上がる、
優美で幻想的な石積みをどうぞお楽しみくださ
い。

※ 会場には駐車スペースがありませんので、車は美郷物産館の
駐車場およびその周辺をご利用ください。美郷物産館から会
場までは送迎車（無料）が運行しています。〈送迎車運行時
間＝午後5時から、最終午後8時30分美郷物産館出発〉

と　き

ところ
12月18日㈯・19日㈰  午後5時～9時
美郷字大神

●問い合わせ　美郷物産館　☎㉖7888

高開石積みライトアップ第13回




